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人ロの動き

9月1日現在
男　　5，137（＋3）

女5，274（＋5）

計1q411（＋8）
世帯数　21358（士o）

（）内は前月との比較

纈箋難難灘

　　　　　　第3回町民運動会
と　き　9月24日

ところ　川中グラウンド

　　　雨天のときは同体育館
主　催　町陸上競技協会

後　援　町体協、教育委員会等

　地区対抗による余興レースなどたくさん用意してあります。

9月の休日救急医””葡軸一一一一一一r
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　急患以外はご遠慮を　　1ロ

114日山口医院2－21741115日富田医院2－236gll21日庭野医院2＿27111ロ

124日大島医院2－29571コ

128日至誠堂医院　2－3276　11　　　午前9時から午後5時まで　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
』一陣・曝一”一一一一一一一一匿一一一一一喝一一一一一欄一蘭閣＿＿＿＿＿＿＿＿8
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議会報告

議
会
人
事

小
林
議
長
・
滋
野
副
議
長
を
再
選

林
道
（
市
ノ
越
）
工
事
は
吉
楽
土
建
が

　
去
る
一
日
か
ら
、
会
期
二
十
日
ま
で
の
予
定
で
、

第
七
回
の
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
開
会
初
日
に
は
、
建
設
工
事
の
請
負
契
約
や
、
議

会
人
事
と
い
わ
れ
る
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
選
挙
を

行
い
ま
し
た
が
、
以
後
は
、
条
例
改
正
や
、
一
般
会

幼
稚
園
舎
、
工
期
を

十
一
月
二
日
に

　
建
設
工
事
の
請
負
契
約
は
、
三
件
で

す
。　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
す
で
に
発
注
さ
れ

て
い
た
、
町
道
神
社
線
消
雪
パ
イ
プ
工

事
で
、
設
計
変
更
に
と
も
な
っ
て
契
約

内
容
の
変
更
を
生
じ
た
も
の
、
変
更
後

讐磯
ノ』￥林議長滋野副議長

計
の
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
会
議
二
日
目
以
降
は
、
十
日
ご
ろ
開
か
れ
る
予

定
の
た
め
、
こ
の
内
容
は
次
号
で
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
と
し
、
今
月
は
、
第
一
日
目
の
模
様
を
掲
載
し
ま

し
た
。

の
金
額
は
、
一
千
二
十
九
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
昨
年
来
進
め
ら
れ
て
い
る

林
道
市
ノ
越
線
の
、
本
年
度
工
事
分
が

一
千
九
＋
万
円
の
工
事
費
で
、
㈱
吉
楽

土
建
の
施
工
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
立
幼
稚
園
舎
建
設
工
事

に
つ
い
て
、
工
期
を
一
か
月
延
長
す
る

契
約
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
町
道
野
口
東
浦
線
の
一

部
改
良
工
事
に
関
す
る
請
願
が
、
野
口

区
長
か
ら
出
さ
れ
、
関
係
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
今
会
期
中
に
は
結
論

が
出
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

度
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
、
委
員
会
ご
と
に
互
選
し

ま
し
た
が
、
総
文
委
員
長
の
小
川
氏
、

産
厚
委
員
長
の
水
落
氏
が
再
任
さ
れ
る

な
ど
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

総
務
文
教
委
員
長
小

〃
副
委
員
長
田

産
業
厚
生
委
員
長
水

〃
副
委
員
長
平

建
設
社
会
委
員
長
高

　
〃
副
委
員
長
戸

田橋野落中川
　　　　　　＊哲弥義達　 清
　太
次郎一一茂次

ら
、
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
議
長
に
は
小
林
申
一
氏

が
、
ま
た
、
副
議
長
に
は
滋
野
一
郎
氏

が
、
議
員
全
員
の
信
任
を
受
け
て
、
再

町
の
工
事

　
　
　
そ
の
後
の
う
ご
き

囹
町
道
改
良
事
業

　
　
　
　
　
（
入
札
八
月
十
三
日
）

・
野
口
下
原
線
”
野
口
地
内
、
延
長
三

一
一
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
、
五
メ
：
ト
ル

㈱
加
賀
田
組
、
工
期
一
〇
〇
日

・
北
沢
線
”
延
長
九
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅

昌
四
、
O
メ
ー
ト
ル
、
羽
鳥
建
設
、
工
期

一
〇
〇
日

・
新
町
新
田
岩
瀬
線
”
岩
瀬
地
内
、
延

長
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
、
O
メ
ー
ト

ル
、
羽
鳥
建
設
、
工
期
一
〇
〇
日

囹
町
道
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
（
入
札
八
月
十
三
日
）

・
田
戸
藤
沢
線
”
田
戸
地
内
、
延
長
一
一

六
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
、
O
メ
ー
ト
ル

㈱
丸
山
工
務
所
、
工
期
九
〇
日

囹
災
害
復
旧
事
業
（
入
札
九
月
三
日
）

・
道
路
復
旧
”
中
仙
田
地
内
、
一
か
所

㈱
吉
楽
土
建
、
工
期
流
O
日

・
同
“
新
町
新
田
地
内
、
一
か
所
、
㈱

福
田
道
路
、
工
期
四
〇
日

10

月
佃
日

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

　
　
多
数
の
参
加
を
〃

警
察
官
の
募
集

常
任
委
員
会
、
正
副

委
員
長
も
決
ま
る

　
議
長
、
副
議
長
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
議

会
人
事
は
、
短
期
交
替
制
（
二
年
）
を

慣
例
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
改
選
で

小
林
議
長
、
滋
野
副
議
長
の
辞
表
提
出

に
と
も
な
っ
て
、
日
程
を
追
加
し
な
が

蟹

嚢

噂

小川総文委員長水落産厚委員長

　
明
春
四
月
採
用
の
、
新
潟
県
警
察
官

R
（
高
卒
程
度
）
を
、
次
に
よ
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
採
用
予
定
人
員
　
　
約
六
十
名

◎
受
付
期
間
　
　
九
月
二
十
七
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験
　
十
月
五
日
（
日
）

　
　
十
日
町
市
、
中
魚
沼
関
係
は
、
長

　
岡
市
、
長
岡
工
業
高
校
で
行
い
ま
す
。

　
　
詳
し
い
こ
と
は
、
警
察
署
、
駐
在

　
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

高橋建社委員長

≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
≡
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一

水
資
源
確
保
に

　
　
　
清
津
川
ダ
ム
対
策
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
を
設
立

　
生
活
、
工
業
用
水
を
は
じ
め
、
水
の
　
　
っ
て
い
る
川
西
町
は
、
絶
対
に
だ
い
じ

使
用
が
年
々
多
く
な
り
、
将
来
の
水
需
　
　
よ
う
ぶ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

要
を
想
定
す
る
と
き
、
地
下
資
源
に
頼
　
　
　
水
の
問
題
は
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も

吻’津南肇・線

〃　愈幽湯沢
大峰山
▲

O
天ヨ

溝
津
川
タ
ム

　
　
予
定
旭

　
　
　
農
　
，

弾－
国
道
㎡
号
線

N靴苗場山
▲

対
策
を
講
じ
て
い
る
現
状
で
す
。

町
麟
騒
輔
郵
講
聾

相
は
か
り
、
清
津
川
に
多
目
的
ダ
ム
を

建
設
し
て
、
将
来
の
水
資
源
確
保
を
は

か
ろ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
ダ
ム
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
湯
沢
町
の
慕
俣
、
大
島
、
大

木
沢
地
区
全
戸
約
九
十
世
帯
が
水
没
す

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
治
水
、
利
水

上
の
こ
と
な
ど
も
あ
わ
せ
て
、
建
設
を

進
め
た
い
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
概
要
で
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
型
式
の
ダ
ム
で
、
高
さ
百
五
十
メ

ー
ト
ル
、
総
治
水
容
量
六
千
万
立
方
メ

ー
ト
ル
、
流
域
面
積
百
九
十
三
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
は
、
本
年
か
ら
三
年
予
備
調
査

さ
ら
に
、
実
施
計
画
調
査
に
三
年
間
を

要
し
工
事
に
六
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



、

／

昭和50年9月10日しにわカ》報広｛繁畿養易網｝第205号③

小学校・低学年

十
α
、

ク
遭
ヤ

し
ゃ
さ
ん
の
帰
り
道

上
野
小
三
年
沢

　
ぼ
く
が
、
よ
う
ち
え
ん
の
乙
ろ
の
こ

と
で
す
。

　
ぼ
く
の
虫
ぱ
が
や
め
て
、
と
み
い
は

い
し
ゃ
さ
ん
に
、
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
度
目
に
行
っ
た
日
の
こ
と
で
す
。

ぼ
く
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
、
バ
イ
ク
に

ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
く
も
り

っ
ぼ
い
空
で
、
夕
方
だ
っ
た
の
で
す
。

　
と
み
い
は
い
し
ゃ
か
ら
出
て
、
す
ぐ

右
が
わ
に
う
つ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、

か
あ
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
は
、
手
を
つ
な
い

、｝

，
③

　〆購　麟勲輔繍騰蝋艦騨轍嚇戦紬
ノム

〆事故死ゼロ

1　　1，000日達成の
も

、　作文・ポスター紹介

口

正

人

で
、
左
が
わ
を
歩
き
ま
し
た
。

　
後
か
ら
、
バ
イ
ク
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ち
ら
っ
と
、
ラ
イ
ト
が
見
え
た
と

き
〃
”

　
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、
ぶ
つ
か
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
か
あ
ち
ゃ
ん
が
、

ぼ
く
に
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
よ
く
わ
か
る
の
で
す

が
、
あ
と
は
ど
う
な
っ
た
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
気
が
つ
い
た
ら
、
ぼ
く
は
、
右
が
わ

に
と
ば
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
あ
ち
ゃ

ん
が
い
ま
せ
ん
。
　
「
わ
ん
わ
ん
」
泣
き

ま
し
た
。

　
よ
く
み
た
ら
、
は
な
れ
た
と
ζ
ろ
に

か
あ
ち
ゃ
ん
が
、
頭
か
ら
血
を
だ
し
て

ふ
く
に
も
、
血
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
へ
、
走
っ
て
行

き
ま
し
た
。
か
あ
ち
ゃ
ん
は
、
か
な
し

そ
う
な
顔
で
、
　
「
マ
サ
ト
」
と
い
い
ま

　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　蜜　　　　　　　麟　　　　　慧

し
た
。

　
ぼ
く
は
、
わ
あ
わ
あ
泣
き
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
ほ
か
の
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
き
て
、
ぼ
く
だ
け
を
車
に
の
せ

て
、
家
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
家
へ
帰
っ
た
ら
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

泣
い
て
い
て
、
ぼ
く
に
「
お
ま
え
、
か

な
し
く
ね
や
ん
か
。
」
と
、
か
な
し
そ

う
な
顔
で
い
い
ま
し
た
。
　
「
お
れ
だ
っ

て
、
か
な
し
や
ん
ど
。
」
と
い
い
ま
し

た
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
れ
か
ら
き
ゆ
う

き
ゆ
う
車
で
、
十
日
町
病
い
ん
に
、
つ

れ
て
い
か
れ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
一
か
月
ぐ
ら
い
た
っ
て
、

十
日
町
病
い
ん
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
か
あ
ち
ゃ
ん
も
る
す
だ
っ

た
し
、
と
て
も
か
な
し
い
日
ば
っ
か
り

だ
っ
た
の
で
す
。

　
右
が
わ
を
歩
い
て
い
た
っ
て
、
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
に
、
左
が
わ

を
歩
い
て
、
わ
る
か
っ
た
な
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
自
動
車
や
、
バ
イ
ク

を
よ
く
見
て
、
交
通
じ
こ
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
た
い
、
と
心
に
き
め
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。灘磁

・小学校・高学年

　千手小5年相崎光子

国勢調査が近づきました

　　その目的は………

。
調
査
」

－
月
1
日

叢
讐
、

国
勢
調
査
は
、

全
国
、
都
道
府
県

市
町
村
の
、
人
口

や
世
帯
数
、
年
齢

別
の
構
成
、
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て

国
は
も
ち
ろ
ん
、
県
や
町
な
ど
の
地
域

社
会
の
行
政
に
、
直
接
役
立
つ
基
本
的

な
資
料
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　
特
に
最
近
は
、
過
密
、
過
疎
問
題
や

人
口
の
老
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
が
論

議
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
面
の
社
会

福
祉
対
策
が
急
が
れ
て
お
り
、
人
口
や

世
帯
に
関
す
る
細
か
い
資
料
が
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
。

調査表

月
末
に
く
ば
り

十
月
は
じ
め
に

回
収

　
今
月
二
十
四
日
こ
ろ
か
ら
、
三
十
日

ま
で
に
、
別
記
の
調
査
員
が
各
世
帯
に

調
査
票
を
お
く
ば
り
し
ま
す
。

　
回
収
は
、
十
月
一
日
か
ら
、
五
日
こ

ろ
に
か
け
、
再
ぴ
調
査
員
が
訪
問
し
て

調
査
票
を
集
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
十
月
一
日
現
在
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
が
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず

黒
鉛
筆
を
用
い
、
汚
し
た
り
、
折
っ
た

り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
入
の
際
不
明
の
点
は
、
説
明
書
に
』

よ
る
ほ
か
、
調
査
員
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

調
査
員
は
…
…
…

　
次
の
方
々
か
ら
調
査
員
と
し
て
ご
足

労
い
た
だ
き
ま
す
。
（
）
内
は
担
当
町
内

囹
千
手
地
区

阿
部
武
（
中
島
町
）
、
北
村
日
出
太
（

山
野
田
）
、
藤
巻
啓
作
・
佐
藤
春
男
（

発
電
所
通
り
）
、
高
橋
福
治
（
永
久
公

舎
・
栄
町
・
下
平
）
、
小
野
塚
留
吉
（

四
郎
兼
）
、
喜
多
誠
（
東
善
寺
）
、
丸

山
壮
二
（
上
町
）
、
大
井
正
司
（
中
央

町
）
、
小
海
和
男
（
田
中
町
）
、
高
橋

義
之
助
（
神
社
町
）
、
、
関
口
富
司
（
学

校
町
）
、
小
林
英
男
（
中
屋
敷
）
、
大

井
佐
市
（
寺
尾
）
、
喜
多
武
雄
（
木
島

）
、
柄
沢
林
蔵
・
数
藤
孝
一
（
沖
立
）

　
星
名
一
夫
・
羽
鳥
敬
一
（
伊
友
）
、

　
村
山
武
（
高
原
田
）
、
高
橋
義
夫
（

　
坪
山
）
、
山
岸
善
一
（
霜
条
）
、
田

　
村
真
一
（
鶴
吉
）

囹
上
野
地
区

　
　
上
村
謙
吉
・
富
井
信
治
・
蔵
品
勲

　
（
上
野
）
、
押
木
増
雄
・
押
木
貢
（

　
元
町
）
、
渡
辺
一
郎
・
内
山
重
義
（

　
新
町
新
田
）
、
清
水
芳
雄
（
下
平
新
．

　
田
）
、
南
雲
隆
三
（
三
領
）
、
小
海

　
啓
太
郎
（
小
根
岸
）

囹
橘
地
区

　
　
田
口
秀
正
・
和
久
井
芳
雄
（
木
落
）

　
清
水
邦
吉
（
寺
ケ
崎
）
、
藤
巻
一
弘

（
塩
辛
）
、
山
田
勇
・
高
橋
高
芳
・
田

中
一
良
（
仁
田
）
、
滋
野
薫
良
・
大
久

保
守
一
・
丸
山
虎
尾
（
野
口
・
四
十
歩

）
、
根
津
健
次
郎
（
原
田
）
、
丸
山
和

徳
（
根
深
）
、
丸
山
仁
吉
（
下
原
）

囹
仙
田
地
区

　
小
林
正
治
・
小
林
克
治
・
小
林
政
夫

（
中
仙
田
）
、
高
橋
喜
久
男
・
川
崎
辰

平
（
室
島
）
、
佐
藤
栄
一
（
小
脇
）
、

斉
木
能
男
（
高
倉
）
、
茂
野
文
司
（
藤

沢
）
、
樋
口
虎
一
（
田
戸
）
、
小
川
長

次
（
越
ケ
沢
）
、
田
村
俊
秀
・
高
橋
幸

一
（
赤
谷
）
、
小
川
充
・
中
村
昌
弘
（

岩
瀬
）
、
中
条
栄
吉
（
大
倉
）
、
保
坂

康
栄
（
大
白
倉
）
、
江
口
日
出
男
・
江

口
徹
（
小
白
倉
）

　
国
勢
調
査
新
潟
県
の
予
想
人
口
を
懸

賞
募
集
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
号
で
お

知
ら
せ
の
と
お
り
で
す
が
、
県
の
人
口

の
あ
ゆ
み
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
さ
れ
ま
す
よ
う
。

昭
和
四
十
年
十
月
一
日
国
調

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
九
八
、
九
三
一
人

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
国
勢

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
六
〇
、
九
八
一
一
人

昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
推
計

　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
三
七
〇
、
三
一
八
人
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縣
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躍

T
」
　
一
』

口
脚
　
‘

九
十
歳
以
上
は
十
一

　
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
各
地
で
は
、
敬
老
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
で
も
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
に
対
し
て
、
敬
老
祝
金
の
支
給
や
、

ね
た
き
り
老
人
に
ふ
と
ん
を
お
贈
り
す

る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
に
、
－
敬
愛
と
長
寿
を
お

祝
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
あ
わ
せ
て
県

か
ら
も
お
祝
い
の
菓
子
が
贈
ら
れ
る
ほ

か
、
今
年
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は

知
事
の
お
祝
い
状
と
、
座
ぶ
と
ん
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当
町
で

は
、
元
町
の
田
畑
留
吉
さ
ん
、
木
落
の

丸
山
ミ
テ
さ
ん
、
原
田
の
丸
山
寛
治
さ

ん
、
中
仙
田
の
小
林
カ
タ
さ
ん
の
四
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
町
内
で
敬
老
祝
金
を
受
け
ら
れ

る
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
男

百
七
十
六
名
、
女
二
百
四
十
名
の
計
四

百
十
六
名
で
、
こ
れ
は
、
九
月
一
日
現

在
の
町
の
人
口
の
ほ
ぼ
四
パ
：
セ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

伊
友
の
羽
鳥
伝
吉
さ
ん
を
は
じ
め
、
十

二
名
で
す
。

　
平
均
寿
命
の
伸
ぴ
な
ど
か
ら
、
年
々

お
年
寄
り
の
占
め
る
割
合
い
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
方
々
か
ら
安
心

し
て
、
楽
し
い
生
活
を
お
く
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
の
福
祉
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
別
掲
の
よ
う
な
事
業
が
町

で
行
っ
て
い
る
（
国
県
補
助
も
含
む
）

仕
事
で
す
。

一
人

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
福
祉
面
に
は
、

か
な
り
の
ウ
ェ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
お
年
寄

り
自
身
も
、
福
祉
の
充
実
に
の
み
頼
る

の
で
は
な
く
、
時
代
と
と
も
に
生
き
る

意
欲
を
盛
り
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
だ
れ
に
も

訪
ず
れ
る
〃
老
後
〃
を
、
じ
っ
く
り
と

み
つ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

〃
老
人
福
祉
、
こ
ん

　
　
　
な
仕
事
を
〃

▲
敬
老
会
　
　
町
婦
人
会
の
ご
協
力
の

も
と
に
、
地
区
ご
と
に
実
施
、
今
年
は

お
よ
そ
九
百
四
十
名
、
橘
地
区
が
こ
の

十
五
日
に
行
う
ほ
か
、
千
手
は
十
月
の

予
定
、
他
は
実
施
済
。

▲
敬
老
祝
金
の
支
給
　
　
七
十
五
歳
以

上
の
老
人
に
、
一
人
二
千
円
、
今
年
は

四
百
＋
六
名

▲
ね
た
き
り
老
人
見
舞
品
支
給
　
　
一

年
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
で
、
常
に
介

護
を
要
す
る
人
、
現
在
十
四
名
、
今
年

は
ふ
と
ん
上
下
を
支
給

▲
老
人
医
療
費
支
給
　
　
七
十
歳
以
上

の
人
、
六
十
五
歳
以
上
の
重
度
障
害
者

な
ど
に
対
し
、
医
療
費
の
本
人
負
担
分

を
町
が
支
払
い

▲
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
　
　
町
内

に
は
二
十
七
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

全
体
で
百
十
四
万
円
を
補
助

　
娯
楽
、
教
養
、
内
職
事
業
な
と
、
各

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
自
主
的
に
活
動

▲
老
人
家
庭
奉
仕
員
　
　
ね
た
き
り
老

人
や
単
身
老
人
な
ど
の
食
事
、
洗
た
く

　
　
　
人
権
コ

老
人
の
人
権
を
守
り
ま

し
よ
う

　
古
い
世
代
と
新
し
い
世
代
の
価
値

観
の
相
違
か
ら
く
る
誤
解
や
、
生
活

感
覚
の
差
異
は
、
簡
単
に
解
消
で
き

な
い
も
の
で
し
よ
う
が
、
夫
と
妻
、

親
と
子
、
嫁
と
し
ゅ
う
と
、
し
ゅ
う

と
め
が
、
お
互
い
の
人
間
性
を
尊
重

し
あ
い
、
真
に
民
主
的
な
家
族
観
や

生
活
感
覚
を
も
つ
よ
う
に
努
力
す
る

こ
と
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
老
人
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
特
徴

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

〔
被
害
者
〕
高
齢
の
女
性
で
、
身

　
の
ま
わ
り
の
雑
務
を
自
分
で
で
き

　
な
く
な
っ
た
病
気
が
ち
の
人

〔
加
害
者
〕
　
被
害
者
の
子
と
そ
の

ー
ナ
ー
⑤

　
配
偶
者
が
多
く
、
中
で
も
嫁
の
し

　
ゆ
う
と
に
対
す
る
侵
害
が
多
い
。

〔
侵
害
行
為
の
タ
イ
プ
〕

遺
棄
・
監
禁
型
・
…
病
弱
な
老
人
を

　
扶
養
し
な
い
、
顧
み
な
い
、
粗
末

　
な
一
室
に
と
じ
こ
め
、
自
由
に
外

出
さ
せ
な
い
。

暴
力
型
・
＝
・
非
力
な
老
人
に
暴
力
を

　
ふ
る
う
。

冷
遇
型
・
・
3
食
事
、
入
浴
、
テ
レ
ビ

　
な
ど
を
制
限
す
る
。

扶
養
か
い
怠
型
・
…
老
人
を
た
ら
い

　
ま
わ
し
に
し
て
じ
や
ま
者
扱
い
に

す
る
。

酷
使
型
・
…
病
弱
の
老
人
に
労
働
を

強
制
す
る
。

脅
迫
型
・
…
老
人
に
財
産
を
譲
る
よ

う
迫
る
。

等
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
。

　
現
在
二
名
の
奉
仕
員
に
よ
り
、
約
三

十
世
帯
を
訪
問
し
て
い
る
。

▲
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
器
具
貸
与

　
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
介
護
に

必
要
な
器
具
を
無
料
貸
与
、
現
在
ベ
ッ

ド
十
、
車
い
す
四
が
あ
る
。

▲
老
人
福
祉
相
談
員
　
　
老
人
特
有
の

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
悩
み
ご
と

や
、
相
談
相
手
と
な
っ
て
く
れ
る
。
町

に
は
二
名
の
相
談
員
を
設
置
。

▲
老
人
健
康
審
査
　
　
年
一
回
老
人
の

健
康
診
査
（
成
人
病
検
診
に
類
す
る
も

の
）
を
行
っ
て
い
る
。

…
…
＝
≡
…
≡
｝
一
…
≡
＝
≡
≡
＝
≡
』
＝
≡
＝
＝
≡
≡
＝
＝
｝
＝
＝
≡
≡
…
…
…
一
＝
…
…

馴
職
業
訓
練
生
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、

五
十
一
年
度
の
訓
練
生
を
次
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

一
、
訓
練
科
及
ぴ
定
員

電
気
工
事
科

木
工
科

建
築
科

左
官
科

二
、
応
募
資
格

二
＋
名

三
＋
名

三
＋
名

二
＋
名

中
・
高
卒
者
及
ぴ
五
十
一
年
三
月
卒

　
業
予
定
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

　
上
の
学
力
を
有
す
る
も
の
。

三
、
応
募
手
続
き

　
在
学
者
は
、
在
学
校
長
へ
、
そ
の
他

　
の
人
は
安
定
所
へ
願
書
を
提
出
。

四
、
願
書
受
付
期
間

　
十
一
月
一
日
か
ら
同
十
九
日
ま
で

五
、
選
考
日
時
及
ぴ
場
所

　
十
一
月
二
十
六
日
寸
午
前
九
時
か
ら

　
十
日
町
市
公
民
館
で

六
、
選
考
方
法

　
学
科
試
験
及
ぴ
面
接

※
く
わ
し
く
は
、
企
画
室
広
報
係
へ
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い
・
も
と
め
な
い

もらわならない●おく

町
長
選

　
　
今
年
は
、
明
治
二
十

　
　
三
年
に
第
一
回
の
衆
議

　
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

　
　
て
か
ら
八
十
五
周
年
、

　
大
正
十
四
年
に
普
通
選

　
　
挙
法
が
公
布
さ
れ
、
二

　
　
十
五
歳
以
上
の
男
子
に

　
　
ょ
る
普
通
選
挙
制
度
が

　
　
確
立
し
て
か
ら
五
十
周

　
　
年
、
ま
た
、
昭
和
二
十

　
　
年
に
婦
人
参
政
権
が
与

　
　
え
ら
れ
て
か
ら
三
十
周

　
　
年
、
と
い
う
、
き
わ
め

　
　
て
意
義
深
い
年
と
な
っ

　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
こ
の
意
義
深
い
年
に

あ
た
り
、
国
に
お
い
て
も
、

●

三
な
い
運
動
を
推
進

町
議
補
選
来
月
に
〃
”

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
に
あ
っ
て
、
過

去
川
西
町
で
行
わ
れ
た
数
多
い
選
挙
を

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
き
、
必
ず
し
も
明

る
い
正
し
い
選
挙
ば
か
り
で
あ
っ
た
と

は
い
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
来
月
に
町
長
選
挙
と
、
同

時
に
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
汚
点
を
一

掃
し
、
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
で
あ
っ

た
、
と
い
え
る
も
の
に
し
た
い
も
の
で

す
。

　
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
も
と

め
な
い
、
と
い
う
選
挙
の
正
し
い
ル
ー

ル
を
守
り
、
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い

な
選
挙
が
行
わ
れ
る
ま
う
、
川
西
町
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
世
論
の

動
き
に
対
応
し
て
、
広
く
有
権
者
に
呼

ぴ
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
選
挙
を
汚
す
行
為
に
対
し
て

は
、
有
権
者
す
べ
て
が
一
層
厳
し
い
批

判
を
く
だ
す
覚
悟
で
、
こ
の
運
動
の
推

進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
先
の
臨
時
国
会
で
、
選
挙
を
き

　
　
れ
い
な
も
の
に
し
、
姿
勢
を
正
す

　
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
に
対
す
る
国

民
の
信
頼
回
復
と
、
健
全
な
議
会
制
民

主
政
治
の
発
達
を
は
か
ろ
う
と
、
選
挙

違
反
一
掃
の
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　
明
正
選
挙
の
国
民
運
動
を
強
力
に
推

進
し
、
買
収
供
応
な
ど
の
悪
質
な
違
反

を
根
だ
や
し
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

中
央
に
は
、
　
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る

国
民
運
動
推
進
本
部
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
県
に
も
、

「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
新

潟
県
本
部
」
を
設
置
し
て
お
り
、
対
応

し
て
県
下
各
市
町
村
で
も
、
推
進
本
部

を
つ
く
り
、
国
民
総
ぐ
ら
み
の
運
動
と

し
て
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼

封
筒
募
金
二
件

　
　
　
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

　
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
準
備
資
金
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
資
金
の
二
件
の

封
筒
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん

の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
目

標
を
こ
え
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
大
勢
の
方
々
の
貴
重
な
浄
財
を
大
切

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
有
効
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

　
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
、

報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
績

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
募
金

　
　
　
　
　
　
　
五
8
6
六
一
円

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
募
金

三
昌
六
、
三
七
九
円

善
意
あ
り
が
と
う

　
　
セ
ン
タ
ー
に
コ
ム
の
木
な
ど

☆
上
町
の
清
水
正
文
さ
ん
か
ら
、
総

合
セ
ン
タ
ー
に
、
鉢
植
え
の
ゴ
ム
の
木

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
学
校
町
の
高
橋
英
雄
さ
ん
か
ら
、

先
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
寅
治
さ
ん
の
香

心
配
ご
と
相
談
所

の
開
設

い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

＊＊＊象＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊雰

…
き
＊
＊
＊
き
き
彰
町
内
”
さ
イ
ぽ
…
き
＊
…
き
＊
…
＊
＊
き
…
…
＊
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
成
功
さ
せ
よ
う

　
林
分
改
良
事
業

　
今
年
の
町
の
大
き
な
事
業
の
中
に

林
分
改
良
開
発
事
業
と
い
う
の
が
あ

る
。
い
さ
さ
か
耳
な
れ
な
い
事
業
で

あ
る
が
、
早
い
話
が
、
町
内
の
山
々

に
、
大
規
模
な
造
林
を
行
お
う
と
い

う
も
の
。

　
　
　
雑
木
中
心
の
町
内
の
山
林

　
　
を
、
経
済
性
豊
か
な
樹
種
へ

　
　
切
り
か
え
、
山
林
収
益
の
増

　
　
大
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
水

　
　
資
源
の
酒
（
か
ん
）
養
な
ど

　
　
町
土
保
全
、
緑
化
に
努
め
た

　
　
　
い
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ

　
　
　
る
。
具
体
的
に
こ
の
事
業
で

　
　
　
行
う
こ
と
は
、
①
町
全
体
を

　
　
　
対
象
と
し
た
杉
の
間
引
き
を

　
　
　
行
う
間
伐
事
業
、
②
保
安
林

　
　
　
の
間
伐
を
主
と
す
る
択
伐
事

　
　
　
業
、
③
雑
木
林
へ
の
植
林
、

　
　
　
作
業
道
開
削
を
主
と
す
る
低

　
　
　
位
利
用
広
葉
樹
林
分
事
業
の

　
　
　
三
つ
で
あ
り
、
当
町
に
あ
つ

　
　
　
て
は
、
ボ
イ
山
開
発
の
③
を

中
心
に
す
え
、
こ
の
事
業
に
取
組
む

方
針
を
と
っ
て
い
る
。

　
産
業
課
の
計
画
で
は
、
今
年
以
後

五
か
年
間
で
、
事
業
費
約
九
千
五
百

万
円
、
面
積
お
よ
そ
百
六
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
ボ
イ
山
開
発
を
め
ざ
し
て
お

り
、
さ
し
あ
た
る
本
年
は
、
十
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
ほ
ど
を
実
施
し
た
い
意
向

と
の
乙
と
。

　
こ
の
候
補
地
と
し
て
は
、
延
命
寺

坪
山
、
中
屋
敷
、
庄
司
山
と
い
っ
た

各
山
の
周
辺
が
あ
が
つ
て
お
り
、
部

落
有
林
を
主
体
に
階
段
造
林
な
ど
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
費
用
の
面
は
、
国
、
県
、

町
の
三
者
が
三
分
の
一
ず
つ
の
負
担

と
な
る
も
の
で
、
事
業
主
体
は
町
、

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
部
落
の
方
々

の
ご
．
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
杉
は
、
ほ
ぼ
七
十
年
で
伐
期
を
迎

え
る
と
か
、
伐
採
に
よ
る
収
益
は
、

町
と
部
落
が
分
け
あ
る
方
法
を
と
る

と
い
う
。

　
い
さ
さ
か
先
の
長
い
話
で
も
あ
る

が
、
し
か
し
、
ま
た
、
緑
豊
か
な
明

る
い
町
を
、
次
代
に
残
す
こ
と
も
、

今
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
は
大
切
な

任
務
、
是
非
成
功
さ
せ
た
い
事
業
で

あ
る
。

　
こ
の
事
業
の
た
め
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
以
下
各
種
の
機
械
を
そ
ろ
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
先
月
ト
ラ
ッ

ク
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
チ
エ
ン
ソ
ー

な
ど
が
到
着
（
写
真
）
、
従
事
さ
れ

る
人
々
の
安
全
と
、
事
業
の
成
功
を

祈
っ
て
、
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
。
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＊
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

典
返
し
と
し
て
二
万
円
を
町
に
ご
寄
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
自
作
未
発
表
の
も
の
一
人
一
首

い
た
だ
き
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
歌
会
始
の
お
題
は

☆
八
旦
百
、
老
人
ホ
ー
ム
で
亡
く
な

な
ら
れ
た
数
藤
ヨ
シ
さ
ん
（
伊
友
）
の

ご
遺
族
か
ら
、
三
千
円
の
香
典
返
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
利
用
を
〃
”

九
月
＋
七
日

九
月
二
＋
四
日

＋
月
一
日

＋
月
八
日

橘
出
張
所

総
合
セ
ン
タ
ー

上
野
連
絡
所

仙
田
出
張
所

　
　
　
「
坂
」
で
す

　
来
年
の
歌
会
始
の
お
題
は
「
坂
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
坂
」
と
は
、
一
般
に
は
の
ぼ
り
く

だ
り
の
あ
る
道
を
さ
し
ま
す
が
、
歌
に

は
、
地
名
と
し
て
の
坂
道
、
抽
象
的
に

「
人
生
の
坂
」
な
ど
で
も
結
構
で
す
。

詠
進
要
領
は

・
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
の

こ
と
（
病
気
な
ど
の
場
合
、
そ
の
理

由
を
添
え
れ
ば
代
筆
で
も
可
）

・
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
、
職
業
（
具
体
的
に
）
を
記
入
。

・
詠
進
期
間
は
、
十
月
十
一
日
ま
で
、

・
あ
て
先
蘭
丁
一
〇
〇
　
東
京
都
千
代

　
田
一
番
一
号
宮
内
庁

　
（
詠
進
歌
と
書
き
添
え
る
こ
と
）
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．

　
八
月
九
日
、
十
日
、
町
内
の
少
年
野
球
大
会
を

開
催
、
炎
天
に
も
め
げ
ず
、
熱
戦
の
結
果
は
、
千

手
A
チ
ー
ム
が
優
勝
ぐ

体
協

空
手
道
部
員
を
募
集

　
心
身
を
鍛
練
す
る
の
に
、
絶
好
の
秋

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
空
手
道
部
で
は
、
千
手
小
学
校
体
育

館
で
、
毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
の
午
後

七
時
か
ら
、
八
時
半
ま
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
護
身
と
健
康
増
進
の

た
め
に
は
最
高
の
、
空
手
道
へ
の
入
部

を
希
望
す
る
青
少
年
の
方
々
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
危
険
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

女
子
部
員
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

責
任
者
川
崎
信
夫

八
月
十
五
日
、
恒
例
の
成
人
式
を
挙

　
行
、
成
人
者
二
百
三
十
九
名
中
、

　
　
百
三
十
二
名
が
出
席
、
　
（
上
）

　
　
　
成
人
を
代
表
し
て
、
野
口
の

　
　
　
　
滋
野
大
介
君
が
、
力
強
く

　
　
　
　
　
二
十
歳
の
誓
を
（
下
）

　
　
　
　
　
発
表
し
ま
し
た
。

　　　　　　　懸

　　　　　　　　　　　　鞍鍛

　　　　　　　　　　融
　　　　　　難墨

　　　　　灘　　　　糊冊
　　　　　顯

　議
嶽

　縣
灘

職駈躍
　
観

照

揃

．
遷
驚
の

騰
嚇

〃
届
か
な
い
〃

　
　
　
　
こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　
郵
便
局
へ

　
「
郵
便
物
が
届
か
な
い
」
　
「
内
容
品

が
不
足
し
て
い
る
」
、
こ
ん
な
と
き
は

お
近
く
の
郵
便
局
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

　
と
か
く
「
普
通
郵
便
物
は
、
書
留
郵

便
物
と
違
い
、
調
べ
て
も
わ
か
ら
な
い

だ
ろ
う
」
、
な
ど
と
あ
き
ら
め
が
ち
で

す
が
、
書
留
扱
い
、
普
通
扱
い
に
か
か

わ
ら
ず
お
申
出
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
で
は
、
調
査
の
う
え
、
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

庁
内
人
事

▽
配
置
換
え
／
八
月
二
十
五
日
付

企
画
室
農
村
総
合
整
備
係
“
登
坂
光
国

（
建
設
課
土
木
第
一
係
）
、
同
・
南
雲

晃
（
産
業
課
農
林
係
）
、
建
設
課
土
木

第
一
係
・
高
橋
幸
司
（
健
康
管
理
室
衛

生
係
）

▲8月5日、町内小学生の親善水泳大会を橘

小プールで開催
　豆選手たちが、水しぶきをあげながら、大
奮闘でした。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
八
月
分
】

◎
入
手
品
、
大
震
災
の
絵
紙
、
た
ば
こ

入
れ
の
差
編
棒
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
、

ま
と
い
ば
れ
ん
、
花
火
の
大
筒
、
土
う

す
台
一
式
、
ツ
ム
の
す
り
台
、
竹
燭
台

土
俵
の
水
桶
、
高
級
箱
ま
く
ら
、
そ
ば

切
り
台
、
ま
ゆ
の
風
ぬ
き
、
棟
上
げ
の

矢
頭
六
品
、
大
ス
カ
リ
、
馬
の
く
ら
飾

り
、
ア
ブ
よ
け
、
徳
利
。

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
、
斉
木
松
二
郎

（
小
脇
）
、
赤
谷
部
落
、
藤
沢
部
落
、

茂
野
耕
作
（
藤
沢
）
、
茂
野
太
市
（
藤

沢
）
、
小
川
正
広
（
赤
谷
）

糊繭 璽
　
鋸
　
剛
　
璽
　
庵
　
魅
　
亀
　
周
　
、
　
蟹
　
嘱
　
鋸
　
噺
　
鄭
　
噺
　
腎
　
竃
　
璽
　
鋸
　
嘱
　
覧
　
剛
　
周
　
鋸
　
鋸
　
電
　
剛
　
鋸
　
覧
　
剛
　
亀
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
し

戸
籍
の
窓
か
ら
㎜
㎜

ρ
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∂
　
ρ
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∂
　
∂
　
0
　
∂
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∂
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ρ
　
0
　
ρ
　
一
　
ρ
　
0
　
■
　
0
　
∂
　
θ
　
ρ
　
0
　
ρ
　
0
　
ρ
　
9
0

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

鵬騰織酷霜
忠文玲友香清尚幸欽
宏幸　美織久生恵司

蘇蛋鰭灸室孝皇
志　　　郎
長長長長長二二長二
男男女女女男男女男

納
税
メ
モ

間
接
税
に
つ
い
て

　
間
接
税
は
、
ほ
と
ん
ど
国
税
で

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
間
接
的
に
納

め
て
い
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

△
酒
税
雌
酒
類
の
製
造
者
に
課
税

　
全
体
の
三
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は

．
交
付
税
と
し
て
地
方
に
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

△
砂
糖
消
費
税
肪
砂
糖
類
の
製
造

者
に
課
税

△
自
動
車
重
量
税
腔
車
の
検
査
、

　
届
出
の
際
重
量
に
よ
り
、
所
有

　
者
等
に
課
税
、
こ
の
税
は
市
町

　
村
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。
次
号
続

鶴
吉

仁
田

中
島
町

木
落

室
島

徳
次
郎
長
女
発
電
所
通

正
實
長
女
大
白
倉

喜
市
長
男
沖
立

喜
代
志
長
男
沖
立

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎
星
名
政
一
沖
立

◎
新
婦
　
樋
口
　
玲
子
　
十
日
町
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

櫃
間
治
郎
兵
衛
　
伊
　
友
　
七
八

高
橋
　
寅
治
　
　
学
校
町
　
七
九

俳娑

壇レ

太
田
白
南
風
選

小
白
倉
江
口
凡
石

　
　
町
か
ら
生
き
の
ぴ
よ
と
力
杖
を

　
　
頂
い
た
嬉
し
さ
に
一
句

杖
う
れ
し
彼
岸
詣
り
も
旅
行
に
も

曲
り
た
る
胡
瓜
残
暑
の
日
が
あ
た
る

鉄
工
所
つ
ち
音
止
ま
ず
残
暑
の
日

噴
水
に
金
魚
の
ゆ
れ
る
色
光
る

深
露
の
こ
ぼ
る
㌧
朝
の
静
け
さ
よ

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

町
毎
に
山
車
競
い
居
る
秋
祭
り

コ
ス
モ
ス
の
静
か
な
風
に
揺
れ
て
い
る

池
の
鯉
大
き
な
波
紋
萩
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

天
の
川
澄
ん
で
更
け
ゆ
く
夜
の
冷
え

実
の
は
じ
け
と
ぷ
草
の
実
を
と
ぱ
し
け
り




